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市　政　報　告

今、魅力ある都市政策の行政能力が問われています

いい汗流そう！！ いい笑顔つくろう！！ご意見
ご要望は

私が直接
ご返事します

母谷たつのりホットライン あなたの声を聞かせて下さい。ダイレクトメール　mokkun@cc22.ne.jp へ

謹　啓　

皆様、新年明けましておめでとうございま

す。冬至を過ぎても比較的温かだった気候も

年末からは急激に冬型の気圧配置に変わり、

冷え込みが厳しくなりましたが21世紀５年目

をお健やかにお迎えのことと心からお喜び申

し上げます。

アテネ五輪では日本選手団が過去最高のメ

ダル数を獲得したものの昨年は局所的集中豪

雨や過去最高の10回という台風の本土上陸、

さらには新潟中越地震など日本列島全体が未

曾有の自然災害に見舞われ、散々な年になっ

てしまいました。さらに年末も押し迫った12

月26日に発生したスマトラ沖地震による大津

波では、インドネシアを中心に犠牲者が15万

人以上に達し、今なお日本人の安否不明者が

200数十人にも上ると伝えられております。

亡くなられた方々や被災された方々に衷心

よりお悔やみとお見舞いを申し上げたいと思

います。

また、北朝鮮による日本人拉致問題では死

亡したとされる情報提供のうち横田めぐみさ

んをはじめとする全員の遺骨は日本の最先端

法医学技術を以って別人のものであることが

判明いたしました。なかには複数の人間の骨

が骨壷の中に入っていたという報道もありま

した。こうした不誠実極まりない北朝鮮の対

応が次々に明るみに出され、残念ながら日朝

平壌宣言の誠実な履行は、これ以上期待が持

てる状況にあるとは言えません。したがって、

この状況を拉致被害者の「家族会」、「救う会」

並びに超党派の国会議員間では『経済制裁や

む無し』の声が高まりつつあり、世論もこれ

に呼応する気配をみせており、一日も早い問

題解決のためには、迷うことなく経済制裁を

発動すべきと石原慎太郎東京都知事も発言し

ています。

さて、平成16年度第５回の広島市議会臨時

議会が11月２日開会され、このなかで平成15

年度広島市一般会計歳入歳出決算をはじめと

する18会計の決算審査を行う決算特別委員会

が設置されて、私は同委員会の副委員長に任

命されました。また、決算審査は多岐にわた

る広範囲なものであることから全体会議のほ

かは例年どおり分科会方式が採用され、第１

分科会（総務、経済・環境関係）、第２分科

会（文教、厚生関係）、第３分科会（建設、

上下水道関係）のうち第３分科会の会長とし

てその職責を果たすことになりました。

この決算審査のなかでは災害対策、ゴミ処

理問題、介護保険やアストラムラインの経営

問題など様々な問題について真剣な論議が交

わされましたが、特に平成14年度、15年度と

２年連続で国が確保していた事業費を返上

し、事業着手を見送る結果となっている国道

２号西広島バイパス高架延伸工事については

厳しく追及するとともに、取りまとめられた

決算審査の決算委員長報告の文中に３月議会

で決議した内容の「議会決議を尊重して早期

実現を図ること」という文言をハッキリと加

えることができました。

続く12月８日から始まった第６回定例会で

は平成15年度一般会計決算剰余金の積立金な

ど８億4,586万８千円の補正予算案と条例案
５件、その他の議案８件が審議され原案通り

可決されました。ただし、広島市国民健康保

険条例の一部改正については、その運営協議

会委員の定数を24人から14人に削減すること

に大きな異論はなかったのでありますが、各

種審議会や協議会などの委員構成から議員を

排除するという秋葉市長の議会に対するあか

らさまな嫌がらせに対して、これまで黙認し

ていた議会も正常な審議会等を行うためには

これ以上の黙認は許されず、厚生委員会、

総務委員会では議員からの厳しい質問が相次

ぎました。混乱したやりとりの中で答弁に苦

慮する担当局長を見兼ねた議会が休憩を挟む

よう要求するなどした結果、審議会等の委員

から市民の代表である議員を排除する正当な

理由は見当たらないことから、従来どおり議

員を選任することでこの条例案が可決される

という一幕もありました。

今春は、短い審議日程のなかで湯来町との

合併問題も控え、慌しさを増しそうな気配で

す。この問題は今後において双方に解決しな

ければならない諸課題が残されており、曲折

も予想されています。

２月定例会や予算特別委員会など新春早々

から波乱含みが予想される幕開けとなりまし

たが、現在、民間主導で実現に向けて真剣に

議論されている広島市民球場の立て替え問題

が、唯一今の広島における明るい話題であり

広島市民の熱望成就となるよう夢と希望を託

し、「明るく元気で魅力ある広島の実現」に

努力して参りたいと考えております。

終わりに皆様方のご健勝、ご多幸と合せて

本年が素晴らしい年でありますよう心より祈

念いたしております。 謹　白

広島市議会議員
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西広島バイパスリフレッシュ事業を行っています。 
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広島市議会ホームページ http://www.city.hiroshima.jp/gikai/index.html
母谷たつのりホームページ　http://www.motani.jp

母谷たつのり連絡先 市議会1929-9002
5929-9002

1504-2443
6244-1419

広島市佐伯区美鈴が丘西五丁目17番12号
E-mail  mokkun@cc22.ne.jp

母谷たつのりを育てる会主催 

１月30日（日）　西街区ふれあい広場 
美鈴が丘 

開会式 9：00～　スタート 9：30（11：30頃終了） 

参加者を募集しています。地域、年齢は不問です。食バザーもやっています。 
小さな子ども達も一緒に遊びに来てね！ 

申し込み・お問い合わせは９２９－９００２へ 

西広島バイパスリフレッシュ事業は供用開始後30年が経過し、
（1）交通事故減少を主目的とする交通安全対策
（2）橋梁、トンネル等における道路構造物の補修、補強対策
（3）環境改善のための騒音対策
などが必要になっています。
こうしたなか、各対策を個別に実施するのではなく連携調整を図りつつ、実施することで道路利用者、沿道住民の皆様に対する

影響を最小限に止め、事業の効率的、効果的な執行を目指してこの事業を進めています。

路側帯の遮音壁を高い遮音壁に更新したり、中央分離帯に遮音壁を新設することにより沿道環境、安全対策の改善を図ります。
（1）高須遮音壁設置工事　　西区高須～古江地内　　Ｌ＝1,010ｍ
（2）古江遮音壁設置工事　　西区古江～田方地内　　Ｌ＝0,540ｍ
（3）井口遮音壁設置工事　　西区井口～井口台地内　Ｌ＝1,070ｍ

遮音壁設置工事以外にも現在、西広島バイパスリフレッシュ工事の一環で鈴峯トンネル補修工事のほか、廿日市高架橋等の工事
を実施しています。

遮音壁の工事位置

西広島バイパス遮音壁（上り車線の古田地区から廿日市方面を臨む） 西広島バイパス遮音壁（田方陸橋から広島方面を臨む）


